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一ネ仕のエネルギーを次の世代ヘー
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新春例会
く会長あいさつ>
皆様 新年おめでとうございます
今年も元気で例会に出席頂きますようお願い中しLげま

ヤ
義

皆様にはどんなお正月休みを過ごされましたでしょうか P

私にとりましては、昨年12月 26日、西脇高校のPl脇校長より岡夜で100人の生徒たちが西脇LC
の事業に参加できま先 日時は2月 1日 (上 )10時～12時まで活動できます」との返事を頂きました。

100人の生徒たちにどの様な事業をどの様に進めれば楽しみながらボランティア活動をしてもらえ

るか?正月の間はその事ばかりを考えておりました。

3事業委員会と関係役員の方々の如意をお借りして本国の臨時理事会にと程の運びとなり事業予算と共に認めていただ

きました。

本例会で可決して頂ければ発進ということになりますが当日ライオンズのメンバーの役割 2月 15日 のプランターの運搬

16日縦去と再設置 その後のプランター処理に関しては全員の方々の知恵と力をお借りしなければなりません。

100人の生徒たちが何かしら達成感を得、今後ライオンズとの交流 共同作業に対して好意的な感情を持ってくれるなら

ばこの事業は成功と考えていま抗

生徒たちは年長者としてのメンバー諸氏の熱意 rtr意 知恵と努力そして暖かい包容力を見て感じることと思いまえ

彼らの期待にも答えられる様一生懸命努力したいと思っておりま汽

どうか皆様方の強いお力添えをお願い致しま丸

会長 朝井 聴

西脇LCアクテイビテイスローガンーー地以の人葉と共に、手を取 り谷って奉仕活動一一
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ライオンテーマー L近 藤 文 博
2014年 1月 14日、第1223回本年最初の例会が開催され、新春に相応しくステージを

大きな今年の干支の「Tの 絵馬と門松が節られました。
そして、楽しい例会が進行し、後半では新春の餅つきが行われました。高齢の会員

の方も一生懸命に杵をふるっていただきました。また、L保社とL岩本の絶妙ヨンビに

よる高速餅つきも披露され会場が拍手の渦に巻かれました。

早速つきたての餅をきな粉や、あんこ、大根おろし等で美味しく頂ました。

計画大会委員会 委員長 L菩 藤 安 信
1月 13日 (成人の日)A M9時より、会長L朝井聴以下、総勢14名のメンバー集合し
八幡神社の円松を軽トラックに乗せ、さっそうと商工会議所へ運びました。ところが

委員長の来配ミスで2階まで運べ拭 みんなで四苦八苦。知恵を出し合った結果、急

きょ商工会議所正面玄関の門松を拝情 (許可は得ています)。 準備万端で記念写真。

歳末謝恩家族例会は、ホームベージに掲朝しております。
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